
　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆さん、こんにちは！　私はアメリカのニュージャージー州の
　　　　　　　　　　　　　　　　　ハッドン・ハイツ市から来たジョナサン・ローアです。私はＡＬ
　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔとして、河北中学校とほかにさまざまな小学校と保育園で英語
　　　　　　　　　　　　　　　　　を教えています。日本語は大学生時代に２年間勉強したので少し
　　　　　　　　　　　　　　　　　は話せますが、今でも将来ペラペラになるため毎日勉強していま
　　　　　　　　　　　　　　　　　す。日本史も大学で研究したことがあるので、日本の歴史的な所
も訪ねてみたいと思います。歴史以外の趣味は、パソコンのゲームと読書（特にマンガが好き）です。
　今までの日本での生活はいい感じです！　東予地区、西条地区と松山市のいろいろな面白い所に行っ
ています。私の家が駅にとても近いため、必ず車で移動していたアメリカの生活に比べると、よく電車
に乗る今の生活の方がとても便利です。東予地区のレストランでいろいろな日本食を試すことが私の楽
しみです。料理はまったく作れないので、よく外食しています！
　西条市の皆さんが私をとても温かく迎えてくれていますし、私にとって生徒に英語を教えられること
は光栄です。時に英語が難しくても、生徒は頑張って新しい言葉を私に言ってみてくれます。その一方
で、私が日本語を話そうとする時は、自分の言いたいことを何回間違えて言っても、皆はゆっくりと聞
き、一生懸命理解しようとしてくれています。私が生徒の前で漢字を練習する時、大体間違えています
が、それを指摘するのが生徒の楽しみのようです。今のところは、小学２年生の漢字の教科書で勉強し
ていますが、それでも大変難しいです。これからも頑張るしかありませんね！よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　ジョナサン・ローアさん
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